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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第87期

第３四半期連結
累計期間

第88期
第３四半期連結
累計期間

第87期
第３四半期連結
会計期間

第88期
第３四半期連結
会計期間

第87期

会計期間

自平成20年
　４月１日
至平成20年
　12月31日

自平成21年
　４月１日
至平成21年
　12月31日

自平成20年
　10月１日
至平成20年
　12月31日

自平成21年
　10月１日
至平成21年
　12月31日

自平成20年
　４月１日
至平成21年
　３月31日

売上高（百万円） 14,584 10,115 4,643 3,530 19,880

経常利益（百万円） 1,060 510 173 149 1,259

四半期（当期）純利益又は

四半期純損失（△）（百万円）
305 324 △229 83 543

純資産額（百万円） － － 8,094 8,577 8,329

総資産額（百万円） － － 24,030 20,311 23,355

１株当たり純資産額（円） － － 192.55 204.05 198.13

１株当たり

四半期（当期）純利益金額又は

１株当たり

四半期純損失金額（△）（円）

7.26 7.72 △5.47 1.98 12.94

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 33.69 42.23 35.66

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
760 1,166 － － 1,248

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△267 160 － － △254

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△672 △1,553 － － △932

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高（百万円）
－ － 328 345 573

従業員数（人） － － 352 281 339

　（注）１　当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　２　売上高には、消費税等（消費税及び地方消費税）は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、いずれも潜在株式が存在しないため記載

しておりません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年12月31日現在

従業員数（名） 281  

（注）  従業員数は就業人員(当社グループからグループ外部への出向者は除き、グループ外部からの出向者を含み、

  パートタイマーを除く)であります。

　

(2）提出会社の状況

 平成21年12月31日現在

従業員数（名） 266  

（注）　従業員数は就業人員（当社から社外への出向者は除き、社外からの出向者を含み、パートタイマーを除く）であ

ります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】
 

(1）品種別製品生産実績                     　　　　　　　　　　　（百万円）

品種別
当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

前年同四半期比
（％）

素形材 1,150 △43.9

エンジニアリング 1,227 △16.4

その他 562 △49.4

合計 2,941 △36.5

　　（注）１　金額は製造原価によっております。

　２　上記金額には消費税等は含んでおりません。

 

(2）品種別製品受注状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（百万円）

品種別

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
　　至　平成21年12月31日）

受注高

前年同
四半期比
（％）

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年12月31日）

受注残高

前年同
四半期比
（％）　

素形材 1,406 △54.2　 2,310 △44.5　

エンジニアリング 1,488 △7.5　 1,937 △46.7　

その他 622 △41.9　 84 △43.8　

合計 3,516 △38.8　 4,332 △45.5　

　　（注）１　金額は販売価格によっております。

　２　上記金額には消費税等は含んでおりません。

 

(3）品種別販売実績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（百万円）

品種別
当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

前年同四半期比
（％）　

素形材 1,325 △38.7

エンジニアリング 1,608 14.0

その他 595 △44.4

合計 3,530 △24.0

　　（注）１ 主な相手先別の販売実績及び総販売実績に対する割合は、次のとおりであります。

相手先

前第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

金額（百万円） 割合（％） 金額（百万円） 割合（％）

JFEスチール(株) 997 21.5 599 17.0

　２ 上記金額には消費税等は含んでおりません。
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２【事業等のリスク】

　当第３四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

　

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　

経営成績

　当第３四半期連結会計期間における当社グループを取りまく日本経済の環境は、生産や輸出の持ち直しなどによっ

て、回復局面入りの傾向がみえるものの、雇用や所得環境は好転しておらず、本格的な回復にはほど遠いものがあり、

経済活動は依然として低い水準にあります。

　設備投資についても、企業の設備過剰感は消えず、先行きの設備投資動向を示す機械受注には下げ止まりに向けた動

きが見られるものの、その勢いは弱く、低調に推移しております。

　こうした環境下にあって、素形材分野では主要な需要分野である半導体業界向け機能材受注は、未だ回復の見通しが

立たず、受注は前年同期に比べ54.2％の大幅な減少となり、売上高につきましても前年同期に比べ38.7％の減収とな

りました。エンジニアリング分野に関しましては、低迷が続く市場環境の中、受注は前年同期比7.5％減となりました

が、大型プロジェクトの工事完工等により、売上高は前年同期を14.0％上回る水準となりました。　

　その結果、当第３四半期連結会計期間における連結売上高は3,530百万円と前年同期比24.0％の減収となり、固定費

削減等コスト合理化に努めたものの、経常利益では149百万円と前年同期比13.8％の減益となりました。特別利益とし

て固定資産売却益があり、税金等調整前四半期純利益は150百万円、法人税等を差し引いた当第３四半期連結会計期間

の四半期純利益は83百万円となり、投資有価証券評価損があった前年同期に比べ、大幅な増益となりました。

　

　

財政状態

　総資産は売上債権の大幅な減少及び棚卸資産、有形固定資産の減少により前連結会計年度末から3,044百万円減少

し、20,311百万円となりました。

　負債は、運転資金の減少に伴う短期借入金及び長期借入金の減少により11,734百万円、純資産は剰余金の配当による

減少及び利益剰余金の増加により8,577百万円となり、総資産の減少もあって自己資本比率は42.2％と前連結会計年

度末に比べ6.6ポイントの大幅な上昇となりました。
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キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期末における現金及び現金同等物は345百万円となり前年同四半期末に比べ17百万円の増加となりまし

た。

　

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

　営業活動によるキャッシュ・フローは228百万円の収入となり前年同四半期に比べ101百万円の収入の増加となりま

した。

　主な要因は、税金等調整前四半期純利益の増加によるものです。

　

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

　投資活動によるキャッシュ・フローは73百万円の支出となり前年同四半期に比べ43百万円の支出の増加となりまし

た。

　主な要因は、有形固定資産の取得に伴う支出によるものです。

　

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

　財務活動によるキャッシュ・フローは114百万円の支出となり前年同四半期に比べ70百万円の支出の増加となりま

した。

　主な要因は長期借入金の返済による支出の増加によるものです。

　

　

事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

　

研究開発活動

　当第３四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、12百万円であります。

　なお、当第３四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等

について、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はあり

ません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 150,000,000

計 150,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)

（平成21年12月31日）

提出日現在発行数(株)
（平成22年２月５日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 42,059,500 42,059,500
東京証券取引所

市場第二部　

権利内容に何ら限定のない当社

における標準となる株式。

なお、単元株式数は1,000株であ

ります。

計 42,059,500 42,059,500 ― ―

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成21年10月１日～

平成21年12月31日　
― 42,059,500 ― 2,102 ― ―

 

（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。 
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（６）【議決権の状況】

  当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成21年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 

①【発行済株式】

 平成21年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）

(自己保有株式)

普通株式　　　

　　　 　 　22,000

―

権利内容に何ら限定のない当社に

おける標準となる株式。

なお、単元株式数は1,000株であり

ます。 

完全議決権株式（その他）
普通株式　　　       

41,960,000
41,960 同上

単元未満株式
普通株式　　

　　 　 　　77,500
― ―

発行済株式総数         42,059,500 ― ―

総株主の議決権 ― 41,960 ―

　（注）１　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、株式会社証券保管振替機構（失念株式）名義の株式が

7,000株（議決権7個）含まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式251株が含まれております。

 

②【自己株式等】

 平成21年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)

日本鋳造株式会社
川崎市川崎区白石町２番１号 22,000 ― 22,000 0.1

計 ― 22,000 ― 22,000 0.1

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 119 111 138 130 156 148 133 116 111

最低（円） 90 96 107 102 111 115 105 93 99

　（注）　最高・最低株価は東京証券取引所（市場第二部）におけるものです。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間

（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結

会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から

平成21年12月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平

成20年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び当第３四半

期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責

任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 345 573

受取手形及び売掛金 ※2
 6,115 7,643

製品及び仕掛品 2,180 2,622

原材料及び貯蔵品 673 878

その他 229 272

貸倒引当金 △44 △54

流動資産合計 9,499 11,935

固定資産

有形固定資産

土地 7,135 7,153

その他（純額） ※1
 2,622

※1
 3,239

有形固定資産合計 9,757 10,393

無形固定資産 26 29

投資その他の資産

その他 1,332 1,306

貸倒引当金 △304 △309

投資その他の資産合計 1,028 997

固定資産合計 10,812 11,420

資産合計 20,311 23,355
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※2
 3,372 4,608

短期借入金 2,921 3,967

未払法人税等 30 54

賞与引当金 96 205

その他 664 845

流動負債合計 7,085 9,680

固定負債

長期借入金 850 1,439

再評価に係る繰延税金負債 2,820 2,820

退職給付引当金 833 836

役員退職慰労引当金 66 75

PCB処理引当金 65 67

その他 12 107

固定負債合計 4,648 5,346

負債合計 11,734 15,026

純資産の部

株主資本

資本金 2,102 2,102

利益剰余金 2,446 2,227

自己株式 △3 △3

株主資本合計 4,546 4,327

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 32 2

土地再評価差額金 3,998 3,998

評価・換算差額等合計 4,030 4,001

純資産合計 8,577 8,329

負債純資産合計 20,311 23,355
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

売上高 14,584 10,115

売上原価 12,560 8,741

売上総利益 2,023 1,374

販売費及び一般管理費 ※1
 940

※1
 806

営業利益 1,082 568

営業外収益

受取利息 1 1

受取配当金 14 6

原材料売却益 18 －

その他 10 3

営業外収益合計 44 11

営業外費用

支払利息 66 42

持分法による投資損失 － 14

その他 0 13

営業外費用合計 66 69

経常利益 1,060 510

特別利益

固定資産売却益 － 1

関係会社株式売却益 － 70

特別利益合計 － 71

特別損失

固定資産除売却損 12 1

投資有価証券売却損 0 －

投資有価証券評価損 329 －

特別損失合計 343 1

税金等調整前四半期純利益 717 580

法人税、住民税及び事業税 328 214

法人税等調整額 83 42

法人税等合計 411 256

四半期純利益 305 324
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

売上高 4,643 3,530

売上原価 4,130 3,098

売上総利益 512 432

販売費及び一般管理費 ※1
 321

※1
 263

営業利益 191 168

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 4 0

為替差益 3 －

その他 1 0

営業外収益合計 9 1

営業外費用

支払利息 20 12

持分法による投資損失 － 6

その他 7 2

営業外費用合計 27 21

経常利益 173 149

特別利益

固定資産売却益 － 0

特別利益合計 － 0

特別損失

固定資産除売却損 1 －

投資有価証券売却損 0 －

投資有価証券評価損 329 －

特別損失合計 332 －

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△159 150

法人税、住民税及び事業税 △17 5

法人税等調整額 87 61

法人税等合計 70 66

四半期純利益又は四半期純損失（△） △229 83
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 717 580

減価償却費 417 388

賞与引当金の増減額（△は減少） △107 △87

貸倒引当金の増減額（△は減少） 24 △13

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 11 0

退職給付引当金の増減額（△は減少） 18 1

受取利息及び受取配当金 △15 △7

支払利息 66 42

投資有価証券売却損益（△は益） 0 －

投資有価証券評価損益（△は益） 329 －

持分法による投資損益（△は益） － 14

関係会社株式売却損益（△は益） － △70

有形固定資産除売却損益（△は益） 12 △0

売上債権の増減額（△は増加） 360 1,373

たな卸資産の増減額（△は増加） △724 424

仕入債務の増減額（△は減少） 534 △1,064

未払消費税等の増減額（△は減少） △50 △38

その他 △41 △92

小計 1,553 1,451

利息及び配当金の受取額 15 7

利息の支払額 △61 △41

法人税等の支払額 △746 △251

営業活動によるキャッシュ・フロー 760 1,166

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △259 △111

有形固定資産の売却による収入 － 2

無形固定資産の取得による支出 △1 △1

投資有価証券の取得による支出 △2 △1

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ
る収入

－ 69

貸付金の回収による収入 3 203

その他 △6 △2

投資活動によるキャッシュ・フロー △267 160

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 500 △800

長期借入れによる収入 － 600

長期借入金の返済による支出 △1,034 △1,231

自己株式の取得による支出 △0 △0

リース債務の返済による支出 △32 △16

配当金の支払額 △105 △105

財務活動によるキャッシュ・フロー △672 △1,553

現金及び現金同等物に係る換算差額 3 △0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △176 △227

現金及び現金同等物の期首残高 504 573

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 328

※1
 345
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

１．連結の範囲に関する事項の変更

　

(1）連結の範囲の変更

　第２四半期連結会計期間より、当社連結子会社であった新東北メタル㈱

は、平成21年７月１日付で当社が保有する株式のうち51%を譲渡したため、

連結の範囲から除外しております。

(2）変更後の連結子会社の数　

    ２社

２　持分法の適用に関する事項の変更 (1）持分法適用関連会社

　第２四半期連結会計期間より、連結の範囲の変更に伴い、新東北メタル㈱

は持分法適用の関連会社となっております。

(2) 変更後の持分法適用関連会社の数

　　１社

　

【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

固定資産の減価償却費の算定方法 固定資産の年度中の取得、売却及び除却等の見積りを考慮した予算を策定し

ているため、当該予算に基づく年間償却予定額を期間按分して算定しており

ます。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年12月31日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、13,587百万円であ

ります。

※２　第３四半期連結会計期間末日満期手形

　　　　第３四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につ

いては、手形交換日をもって決済処理をしておりま

す。

　　　　なお、当第３四半期連結会計期間の末日は金融機関の

休日であったため、次の第３四半期連結会計期間末

日の満期手形が第３四半期連結会計期間末日残高に

含まれております。

受取手形 　　119百万円

支払手形 　17　〃　　　　　　

　

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、13,373百万円であ

ります。

　

　

　

――――――――

 

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

※１　販売費及び一般管理費の主要な項目と金額は次のと

おりであります。

※１　販売費及び一般管理費の主要な項目と金額は次のと

おりであります。

賞与引当金繰入額 118百万円

退職給付引当金繰入額 56　〃

給料及び諸手当 365　〃

賞与引当金繰入額 90百万円

退職給付引当金繰入額 50　〃

給料及び諸手当 344　〃

 

前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

※１　販売費及び一般管理費の主要な項目と金額は次のと

おりであります。

※１　販売費及び一般管理費の主要な項目と金額は次のと

おりであります。

賞与引当金繰入額 38百万円

退職給付引当金繰入額 18　〃

給料及び諸手当 119　〃

賞与引当金繰入額 31百万円

退職給付引当金繰入額 17　〃

給料及び諸手当 110　〃

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年12月31日現在）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年12月31日現在）

現金及び預金勘定 328百万円

現金及び現金同等物 328　〃

 

現金及び預金勘定 345百万円

現金及び現金同等物 345　〃
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（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成21年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　

平成21年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式 42,059,500株

 

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式 22,769株

 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項ありません。

 

４．配当に関する事項

　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年６月12日

定時株主総会
普通株式 105 2.5 平成21年３月31日平成21年６月15日利益剰余金

 

（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

　前第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）及び当第３四半期連結会計期間

（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）並びに前第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　

至　平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

　全セグメントの売上高の合計及び営業利益の合計額に占める「鋳造関連事業」の割合が、いずれも90％を超

えているため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

　

【所在地別セグメント情報】

　前第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）及び当第３四半期連結会計期間

（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）並びに前第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　

至　平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

　在外子会社及び在外支店はありませんので、その記載を省略しております。

　

【海外売上高】

　前第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）及び当第３四半期連結会計期間

（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）並びに前第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　

至　平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

　海外売上高は、連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年12月31日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 204.05円 １株当たり純資産額 198.13円

 

２．１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額等

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 7.26円 １株当たり四半期純利益金額 7.72円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

四半期純利益（百万円） 305 324

普通株主に帰属しない金額（百万円）     － －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 305 324

期中平均株式数（株） 42,042,312 42,038,024

 

前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額 5.47円 １株当たり四半期純利益金額 1.98円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が

存在しないため記載しておりません。

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

四半期純利益又は四半期純損失（△）（百万円） △229 83

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益

又は四半期純損失（△）（百万円）
△229 83

期中平均株式数（株） 42,041,532 42,037,119

　

（重要な後発事象）

　　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成21年２月６日

日本鋳造株式会社

取締役会　御中
 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 氏原　修一　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 谷上　和範　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 中島　康晴　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本鋳造株式会社の

平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20年

12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日本鋳造株式会社及び連結子会社の平成20年12月31日現在の財政状態、同

日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は四半期報告書提

出会社が別途保管している。

　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていない。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成22年２月５日

日本鋳造株式会社

取締役会　御中
 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 谷上　和範　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 中村　裕輔　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 芝山　喜久　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本鋳造株式会社の

平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年

12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日本鋳造株式会社及び連結子会社の平成21年12月31日現在の財政状態、同

日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は四半期報告書提

出会社が別途保管している。

　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていない。
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